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表一6脂肪摂取量と有為な相関を示す疾患
99％以上 95％以上（99％より少ない）
正の相関 負の相関　　　　　　　　正の相関 負の相関
D22気管気管支肺女
D11気管気管支肺男
D16一二指腸小固結腸女
O01全がん男
D07肝男
019胆口女
D05一二指蜴小蜴結腸男
D09脾㎜男
D20騨蘭女
D1O喉頭男
015胃女
D04同男
D24脳血管疾恩女
D23脳」血管一棄＾蔓男
D14食道女
D21喉頭女
D17直腸S字結腸女　　　　D08胆■男
D26急性心筋梗塞男　　　D06直蜴S字結蜴男
D28急性心筋梗竃女　　　D02口唇、口腔男
D12全がん女
D03食道男
D27心疾息女
3－5回帰分析による疾患と平均寿命の関連の解析
　主成分分析の結呆、年齢調整だけでは平均寿命の伸びによる疾患への影響が排除できない
可能性が示唆されたことから、疾患の死亡率を、平均寿命を使って高い精度で予測できる可
能性が考えられた。そこで、疾患の死亡率を従属変数、平均寿命を独立変数として回帰分析
を行った。疾患による死亡率は男女差があるので男女別に解析を行った。平均寿命D29（男），
D30（女）を独立変数とし、疾患の年齢調整死亡率を従属変数として男女別に回帰分析を行
った結果を表一7，8に示す。
表一7男性における疾患と平均寿命の回帰分析の結果
　　　（D29平均寿命男による疾息死亡率の予測）
従口変欲 独立変数　　　　　寄与率
　　　　　　（R2乗〕
残差の標準偏差
D01
D02
D03
D04
D05
D06
D07
D08
009
D1O
011
D23
D25
D26
D29
D29
029
D29
D29
D29
D29
029
D29
D29
029
029
029
D29
O．832
0．838
0．375
0．981
0．968
0．537
0．980
0．973
0．957
0．968
0．986
0．993
0．578
0．781
2．3221
0．1355
0．1652
1．5640
0．4369
0．1850
0．6065
0．2197
0．3064
0．0507
0．7143
5．3098
5．8886
2．1621
表一8女性における疾患と平均寿命の回帰分析の結果
　　　（D30平均寿命女による疾息死亡率の予測）
従日変敷 独立変敏　　　　　　寄与率
　　　　　　　R2
残差の標準偏差
D12
D13
D14
015
016
D17
D18
D19
020
D21
D22
D24
027
D28
D30
’D30
D30
D30
D30
D30
’D30D30
D30
D30
D30
D30
D30
030
0．961
0．088
0．943
0．981
0．972
0．910
0．654
0．815
0．913
0．774
0．917
0．978
0．848
0．859
1．1261
0．0560
0．0872
0．9988
0．2076
0．1326
0．1168
0．4165
0．2300
0．0336
0．3619
6．3640
3．6010
0．9198
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　男性では取り上げた14疾患のうち8要因がO－9以キの寄与率を示し（57％）、10要因がα8以上
の寄与率を示した（71％）。女性では14疾患のうち8要因がO．9以上の寄与率を示し（57％）、
11要因がO．8以上の寄与率を示した（76％）。これらのことから多くの疾患の増加あるいは滅
少は、平均寿命の伸びのデータから非常に良い精度で予測ができることが示された。期間46
年（1949－1994）のデータを使用した回帰分析の結果においても、取り上げた11疾患のうち男
性ではDO1（全がん男），D05（一二指腸小腸結腸男），D06（直腸S字結腸男），D09（膵臓男），
D1O（男喉頭），DO1（気管気管支肺男）の6要因が、女性ではD16（一二指腸小腸結腸女），D20
（膵臓女），D21（喉頭女），D22（気管気管支肺女）の4要因がO．8以上の寄与率を示した。膵臓
がんと気管気管支肺がんの午齢調整死亡率は男女ともα9以上の寄与率を示した。
3－6回帰分析による酒と疾患の関連
　酒およびたばこと各種の疾患の関連について検討した報告は多いが川、ここでは回帰分析
により酒およびたばこと疾患の関係を検討した。酒と疾患の関連は、疾患による年齢調整死
亡率を従属変数、一人一年当たり酒供給数量F19を独立変数として男女別に回帰分析を行った。
酒供給数量に関して男女別のデータは無いため、男女共一人当たり供給数量を変数とした。
結果を表一9，1Oに示す。F19（酒）は、D04，D15（胃男女）、D05，D16（一二指腸小腸結腸）
に対して0．9以上の高い寄与率を示した。また、D23，D24（脳血管疾患男女）、D56，d28（急性
心筋梗塞男女）に対してもO．8以上の寄与率を示した。D02（口唇口腔男）、D07（肝男）、
D08（胆嚢男）、D10（喉頭男）、D1l（気管気管支肺男）はO．8以上の高い寄与率を示したこ
とから、それらの男性の疾患の死亡率を酒の供給数量から良い精度で予測することができた。
酒の供給数量の寄与率は女性より男性のほうが高い傾向が見られた。
表一9　男性における疾患と酒の供給iの回帰分析の結果
　　　　　　｛D19酒の供給■による疾息死亡率男の予測）
従属変数　　　　　　独立変敷
O01
D02
D03
D04
D05
D06
1〕07
D08
D09
D10
D1l
D23
D25
026
F19
F19
F19
F19
F19
F19
1＝19
F19
F19
F19
F19
F19
F19
’F19
寄与率　　　　　　　残差の榛準偏差
R2
O．543
0．863
0．179
0．922
0．937
0．429
0．807
0．817
0．742
0，85
0．834
0．838
0．719
0，838
3．8312
0．1246
0．1893
3．2028
0．6123
0．2055
1．8952
0．5737
0．752
0．1103
2．4598
25．153
4．8038
1．8589
一217一
表一10女性における疾患と酒の供給■の回帰分析の結果
　　　　　　（019酒の供給■による療思死亡率女の予測）
従口変敦　　　　　　　独立変叡
012
013
014
015
D16
D17
018
019
020
D21
D22
D24
027
028
F19
F19
1＝19
F19
F19
F19
F19
F19
1＝19
F19
F19
1＝19
F19
F19
寄与率　　　　　　　残差の標準偏差
R2
O．932
0，05
0．8
0．909
0．916
0．877
0．759
0，58
0．768
0．565
0，76
0．857
0．872
0．883
1．494
0．0572
0．1636
2．1666
0．3589
0．1547
0．0974
0．6269
0．3753
0．0466
0．6155
16I2567
3．3114
0．8378
3－7回帰分析によるたばこと疾患の関連
　疾患による年齢調整死亡率を従属変数、たばこ供給数量F20を独立変数として男女別に回帰
分析を行った。なお酒と同様に供給数量に関して男女別のデータは無いため、男女共一人当
たり供給数量を独立変数とした。回帰分析の結果、一人一年当たりたばこ供給数量は各疾患
に対し有為な回帰を示さなかった。これは相関分析の結果と同じ結果である。しかし、F20
（たばこ）の代わりに喫煙者率男を使用して回帰分析を行うと、特にD11（気管気管支肺男）
に村し寄与率O．9614、残差の標準偏差1．1878を示し、喫煙者率男からDl1（気管気管支肺男）
を良い精度で予測することができた。
4　まとめ
　疾患とその原因と推定される主として社会的要因との関連についてはこれまで数多くのコ
ホート研究、ケースコントロース研究が報告されている■臥1臥！。j。しかし、いずれのケースコン
トロース研究も特定の疾患と特定の要因に注目した解析が殆どで、コホート研究でも測定項
目は多いもののその解析にあたっては特定の疾患と特定の要因に注目した解析がなされてい
る場合が多い。
　今回の主成分分析の結果、“腸がん群”、一“胃がん群”、“肉類群”、“穀類群”および、“腸が
ん群”に入っているD29（平均寿命男）、D30（平均寿命女）、D32（国民医療費総額）、D33
（一人当たり国民医療費）、D31（国保加入者一人当たり診療費）など（以下“平均寿命群”
という）が、それぞれ関連を及ぼしあっている可能性が示された。
　“腸がん群”のD16（一二指腸小腸結腸女）、D05（一二指腸小腸結腸男）、D11（気管気管
一218一
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支肺男）、D08（胆嚢男）、D07（肝男）、D22（気管気管支肺女）、D20（膵臓女）、D09（膵
臓男）、D02（口唇口腔男）、D19（胆嚢女）、DO1（全がん男）、D18（肝女）、D06（直腸S字
結腸男）は、時系列的な増加を示すが、この増加は“肉類群”の中のいくつかの要因の増加、
“穀類群”の中のいくつかの要因の減少、そして“平均寿命群”の中のいくつかの要因の延び
が、お互いに影響を与えていると考えられた。
　同様に、“胃がん群”のD15（胃女）、D04（胃男）、D24（脳血管疾患女）、D23（脳血管
疾患男）、D12（全がん女）、D1O（喉頭男）、D14（食道女）、D17（直腸S字結腸女）、D28
（急性心筋梗塞女）、D27（心疾患女）、D26（急性心筋梗塞男）、D21（喉頭女）、D25（心疾
患男）は、時系列的な減少を示すが、この減少は、“穀類群’’の中のいくつかの要因の滅少、
“肉類群”の中のいくつかの要因の増加、そして“平均寿命群”の中のいくつかの要因の延び
が、お互いに影響を与えていると考えられた。
　多くの要因の間に強い関連が認められた原因としては、1）疾患の主な原因を特定の要因だ
けでは説明することが困難である、2）疾患と要因の間に社会の質的変化に関連する大きな交
絡因子が存在する、3）平均寿命の延びが疾患の死亡率に影響していることが考えられた。こ
れらのことは疾患と要因の関連を解析する場合、単独の要因に着目して疾患との関連を判断
するには注意が必要であることを示している。単独の要因と疾患に関する研究では、疾患と
関連を示す複数の要因の組み合わせの一部を解析した結果になる可能性がある二疾患と複数
要因間の解析は今後重要になると考えられるとともに、交絡因子の影響を排除するため解析
結果を検証的研究に結び付ける努力が一層必要になると考えられる。
　統計解析期間の設定および主成分分析における解析結果の解釈にあたり、協力いただきま
した松本クリニックの松本清彦先生および、解析の進め方について着手段階で助言いただき
ました東邦大学医学部衛生学教室の杉田稔教授に感謝します。
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